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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　実質的に、正屈折力の第１正レンズ群と、負屈折力の第１負レンズ群と、絞りと、正屈
折力の第２正レンズ群と、からなり、
　前記第１正レンズ群と、前記第１負レンズ群とが、物体側から像側に、この順で配置さ
れ、
　前記第２正レンズ群は、前記第１負レンズ群よりも像側に配置され、
　前記絞りは、前記第１負レンズ群と前記第２正レンズ群の間に配置され、
　前記第１正レンズ群、前記第１負レンズ群及び前記第２正レンズ群は、それぞれレンズ
成分を有し、
　広角端から望遠端への変倍時に、
　前記第１正レンズ群は静止し、
　前記第１負レンズ群は像側に移動して前記絞りに近づき、
　前記第２正レンズ群は物体側に移動して前記絞りに近づき、
　合焦時、前記第１正レンズ群は静止し、
　前記第１正レンズ群は、光路を折り曲げる反射面を有する反射部材と、第１正レンズ群
物体側系と、を備え、
　前記第１正レンズ群物体側系は、前記反射面よりも物体側に位置すると共に、負屈折力
を有し、
　以下の条件式（１）、（２）及び（３）を満足することを特徴とするズームレンズ。
　３．７＜ｆt／ｆw　　　（１）
　１．５５＜｜Ｄ1N／Ｄ2P｜＜２．５　　　（２）
　１．７５＜｜ｆ2P／Ｄ2P｜＜２．５　　　（３）
　ただし、
　ｆtは、望遠端における前記ズームレンズ全系の焦点距離、
　ｆwは、広角端における前記ズームレンズ全系の焦点距離であって、
　ｆt、ｆwは、いずれも無限遠物体に合焦したときの焦点距離、
　Ｄ1N＝Ｄ1NIt－Ｄ1NIw、Ｄ2P＝Ｄ2PIt－Ｄ2PIwであり、
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　Ｄ1NItは、望遠端における前記第１負レンズ群と像面との間の距離、
　Ｄ1NIwは、広角端における前記第１負レンズ群と像面との間の距離、
　Ｄ2PItは、望遠端における前記第２正レンズ群と像面との間の距離、
　Ｄ2PIwは、広角端における前記第２正レンズ群と像面との間の距離であって、
　Ｄ1NIt、Ｄ1NIw、Ｄ2PIt、Ｄ2PIwは、いずれも無限遠物体に合焦したときの距離、
　ｆ2Pは、前記第２正レンズ群の焦点距離、
　前記レンズ成分は、空気と接する屈折面として物体側面と像側面の２面を有している、
である。
【請求項２】
　以下の条件式（４）を満足することを特徴とする請求項１に記載のズームレンズ。
　１．５５＜｜Ｄ1NS／Ｄ2PS｜＜２．５　　　（４）
　ただし、
　Ｄ1NS＝Ｄ1NSt－Ｄ1NSw、Ｄ2PS＝Ｄ2PSt－Ｄ2PSwであり、
　Ｄ1NStは、望遠端における前記第１負レンズ群と前記絞りとの間の距離、
　Ｄ1NSwは、広角端における前記第１負レンズ群と前記絞りとの間の距離、
　Ｄ2PStは、望遠端における前記第２正レンズ群と前記絞りとの間の距離、
　Ｄ2PSwは、広角端における前記第２正レンズ群と前記絞りとの間の距離であって、
　Ｄ1NSt、Ｄ1NSw、Ｄ2PSt、Ｄ2PSwは、いずれも、無限遠物体に合焦した時の距離、
である。
【請求項３】
　前記絞りは、広角端から望遠端への変倍時に位置が固定であることを特徴とする請求項
１または２に記載のズームレンズ。
【請求項４】
　前記第１負レンズ群よりも像側に位置するレンズ群のうちで、前記第１負レンズ群の最
も近くに位置するレンズ群は、前記第２正レンズ群であることを特徴とする請求項１から
３の何れか１項に記載のズームレンズ。
【請求項５】
　前記第２正レンズ群よりも像側に、負屈折力の第２負レンズ群が配置され、更に、
　前記第２負レンズ群よりも像側に、正屈折力の第３正レンズ群が配置され、
　広角端から望遠端への変倍時に、
　前記第２正レンズ群と前記第２負レンズ群との間の距離は変化し、
　前記第２負レンズ群と前記第３正レンズ群との間の距離は変化することを特徴とする請
求項１から４の何れか１項に記載のズームレンズ。
【請求項６】
　前記第２負レンズ群は、合焦時に移動することを特徴とする請求項５に記載のズームレ
ンズ。
【請求項７】
　望遠端における前記第２負レンズ群の位置は、広角端における位置よりも前記第２正レ
ンズ群側であり、
　前記第３正レンズ群は、広角端から望遠端への変倍時に静止していることを特徴とする
請求項５または６に記載のズームレンズ。
【請求項８】
　前記ズームレンズは、物体側から像側に順に、前記第１正レンズ群、前記第１負レンズ
群、前記絞り、前記第２正レンズ群、前記第２負レンズ群、前記第３正レンズ群を有する
５群ズームレンズであることを特徴とする請求項５から７の何れか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項９】
　前記第１正レンズ群は、物体側から順に、負レンズ成分と、前記反射部材と、正レンズ
成分と、からなり、
　前記負レンズ成分は前記第１正レンズ群物体側系であり、
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　前記負レンズ成分では、前記像側面の形状が凹形状であり、
　前記正レンズ成分は第１正レンズ群像側系であり、前記第１正レンズ群像側系は前記反
射面よりも像側に位置し、
　前記正レンズ成分では、前記物体側面の形状と前記像側面の形状が、共に凸形状であり
、
　前記反射部材は、プリズムからなることを特徴とする請求項１から８の何れか１項に記
載のズームレンズ。
【請求項１０】
　前記第１正レンズ群は以下の条件式（５）を満足することを特徴とする請求項９に記載
のズームレンズ。
　０．５＜Ｄ1PN1PP／ｆ1P＜１．０　　　（５）
　ただし、
　Ｄ1PN1PPは、前記第１正レンズ群の前記負レンズ成分と前記第１正レンズ群の前記正レ
ンズ成分との間の光軸に沿った距離、
　ｆ1Pは、前記第１正レンズ群の焦点距離、
である。
【請求項１１】
　前記第１正レンズ群の前記正レンズ成分の前記物体側面と前記像側面が、共に非球面で
あることを特徴とする請求項９または１０に記載のズームレンズ。
【請求項１２】
　前記第１負レンズ群は、最も物体側に配置された負レンズ成分と、最も像側に配置され
た正レンズ成分と、を有し、
　前記第１負レンズ群の前記最も物体側に配置された負レンズ成分では、前記物体側面の
形状と前記像側面の形状が、共に凹形状であることを特徴とする請求項１から１１の何れ
か１項に記載のズームレンズ。
【請求項１３】
　前記第１負レンズ群の前記最も物体側に配置された負レンズ成分の前記物体側面と前記
像側面が、共に非球面であり、
　前記第１負レンズ群の前記最も像側に配置された正レンズ成分の前記像側面が非球面で
あることを特徴とする請求項１２に記載のズームレンズ。
【請求項１４】
　前記第１負レンズ群の前記最も像側に配置された正レンズ成分が単レンズであり、
　前記単レンズは以下の条件式（６）を満足することを特徴とする請求項１２または１３
に記載のズームレンズ。
　ν1NP＜２９　　　（６）
　ただし、
　ν1NPは前記単レンズのｄ線におけるアッベ数、
である。
【請求項１５】
　前記第１負レンズ群の前記最も像側に配置された正レンズ成分が接合レンズであり、
　前記接合レンズは、物体側から順に、両凸正レンズと、メニスカス負レンズと、を有す
ることを特徴とする請求項１２または１３に記載のズームレンズ。
【請求項１６】
　前記第２正レンズ群は、物体側から順に、正レンズ成分と、接合レンズと、からなり、
　前記第２正レンズ群の前記正レンズ成分では、前記物体側面の形状と前記像側面の形状
が、共に凸形状であり、
　前記第２正レンズ群の前記接合レンズは、物体側から順に、像側に凹面を向けた負レン
ズと、両凸正レンズと、からなることを特徴とする請求項１から１５の何れか１項に記載
のズームレンズ。
【請求項１７】
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　前記第２正レンズ群の前記正レンズ成分の前記物体側面と前記像側面が、共に非球面で
あることを特徴とする請求項１６に記載のズームレンズ。
【請求項１８】
　前記第２負レンズ群は、１つの負レンズ成分からなり、
　前記第２負レンズ群の前記負レンズ成分では、前記像側面の形状が凹形状であることを
特徴とする請求項１から１７の何れか１項に記載のズームレンズ。
【請求項１９】
　前記第３正レンズ群は、１つの正レンズ成分からなり、
　前記第３正レンズ群の前記正レンズ成分では、前記物体側面の形状と前記像側面の形状
が、共に凸形状であることを特徴とする請求項１から１８の何れか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項２０】
　前記第３正レンズ群の前記正レンズ成分の前記物体側面と前記像側面が、共に非球面で
あることを特徴とする請求項１９に記載のズームレンズ。
【請求項２１】
　前記第１正レンズ群は、前記反射面よりも像側に位置する第１正レンズ群像側系を備え
、
　以下の条件式（７）を満足することを特徴とする請求項１から２０の何れか１項に記載
のズームレンズ。
　４．５≦｜ｆ1Po｜×ｆ1Pi／ＩＨt

2≦７．５ 　　　（７）
　ただし、
　ｆ1Poは、前記第１正レンズ群物体側系の焦点距離、
　ｆ1Piは、前記第１正レンズ群像側系の焦点距離、
　ＩＨtは、望遠端における無限遠物体に合焦した時の最大像高、
である。
【請求項２２】
　前記反射部材はプリズムであり、
　以下の条件式（８）、（９）を満足することを特徴とする請求項１から２１の何れか１
項に記載のズームレンズ。
　０．７≦ｔａｎωw－（Ｌpri／Ｌw）≦１．３　　　（８）
　３．５≦ＤＴ／（ｆ1Po／ＩＨt）≦１６　　　（９）
　ただし、
　ωwは、広角端において無限遠物体に合焦した時の最大半画角、
　Ｌpriは、前記プリズムの光軸に沿った全長であって、該全長は、前記プリズムを構成
する光学面のうちの、前記反射面よりも物体側にある光学面から前記反射面よりも像側に
ある光学面までの距離、
　Ｌwは、前記ズームレンズ全系の光軸に沿った全長に、空気換算したバックフォーカス
長を加えた距離であって、該距離は、広角端において無限遠物体に合焦した時の距離であ
り、前記全長は、前記ズームレンズの最も物体側のレンズ面から最も像側のレンズ面まで
の距離、
　ＤＴ＝（ＩＨw－ｆw×ｔａｎωw）／（ｆw×ｔａｎωw）×１００であり、単位は％で
あり、
　ｆ1Poは、前記第１正レンズ群物体側系の焦点距離、
　ＩＨtは、望遠端において無限遠物体に合焦した時の最大像高、
　ＩＨwは、広角端において無限遠物体に合焦した時の最大像高、
　ｆwは、広角端において無限遠物体に合焦した時の前記ズームレンズ全系の焦点距離、
である。
【請求項２３】
　以下の条件式（１０）、（１１）を満足することを特徴とする請求項１から２２の何れ
か１項に記載のズームレンズ。
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　４．２≦｜（ｆ1Po／ＩＨt）×（ｆ1P／ＩＨt）／ｔａｎωw｜≦１１．６　　（１０）
　５．６≦｜（ｆ1Po／ｆw）×（ｆ1P／ｆw）｜≦１１．５　　　（１１）
　ただし、
　ｆ1Poは、前記第１正レンズ群物体側系の焦点距離、
　ｆ1Pは、前記第１正レンズ群の焦点距離、
　ＩＨtは、望遠端において無限遠物体に合焦した時の最大像高、
　ωwは、広角端において無限遠物体に合焦した時の最大半画角、
　ｆwは、広角端において無限遠物体に合焦した時の前記ズームレンズ全系の焦点距離、
である。
【請求項２４】
　以下の条件式（１２）を満足することを特徴とする請求項１から２３の何れか１項に記
載のズームレンズ。
　１．０≦｜（ｆ1Po／ＩＨt）／（ｔａｎωw）

2｜≦３．７　　　（１２）
　ただし、
　ｆ1Poは、前記第１正レンズ群物体側系の焦点距離、
　ＩＨtは、望遠端において無限遠物体に合焦した時の最大像高、
　ωwは、広角端において無限遠物体に合焦した時の最大半画角、
である。
【請求項２５】
　前記反射部材はプリズムであり、
　以下の条件式（１３）を満足することを特徴とする請求項１から２４の何れか１項に記
載のズームレンズ。
　１．５≦（Ｌpri／ＩＨt）×（ｆw／ＩＨt）／ｔａｎωw≦２．８　　　（１３）
　ただし、
　Ｌpriは、前記プリズムの光軸に沿った全長であって、該全長は、前記プリズムを構成
する光学面のうちの、前記反射面よりも物体側にある光学面から前記反射面よりも像側に
ある光学面までの距離、
　ＩＨtは、望遠端において無限遠物体に合焦した時の最大像高、
　ｆwは、広角端において無限遠物体に合焦した時の前記ズームレンズ全系の焦点距離、
　ωwは、広角端において無限遠物体に合焦した時の最大半画角、
である。
【請求項２６】
　以下の条件式（１４）を満足することを特徴とする請求項１から２５の何れか１項に記
載のズームレンズ。
　１．２≦｜ｆ1Po／ＩＨt｜≦３．６　　　（１４）
　ただし、
　ｆ1Poは、前記第１正レンズ群物体側系の焦点距離、
　ＩＨtは、望遠端において無限遠物体に合焦した時の最大像高、
である。
【請求項２７】
　以下の条件式（１５）を満足することを特徴とする請求項１から２６の何れか１項に記
載のズームレンズ。
　ωw≧４２°　　　（１５）
　ただし、
　ωwは、広角端において無限遠物体に合焦した時の最大半画角、
である。
【請求項２８】
　請求項１から２７の何れか１項に記載のズームレンズと、
　前記ズームレンズにより形成された像を電気信号に変換する撮像素子と、を備えること
を特徴とする撮像装置。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明のズームレンズは、実質的に、
正屈折力の第１正レンズ群と、負屈折力の第１負レンズ群と、絞りと、正屈折力の第２正
レンズ群と、からなり、
　第１正レンズ群と、第１負レンズ群とが、物体側から像側に、この順で配置され、
　第２正レンズ群は、第１負レンズ群よりも像側に配置され、
　絞りは、第１負レンズ群と第２正レンズ群の間に配置され、
　第１正レンズ群、第１負レンズ群及び第２正レンズ群は、それぞれレンズ成分を有し、
　広角端から望遠端への変倍時に、
　第１正レンズ群は静止し、
　第１負レンズ群は像側に移動して絞りに近づき、
　第２正レンズ群は物体側に移動して絞りに近づき、
　合焦時、第１正レンズ群は静止し、
　第１正レンズ群は、光路を折り曲げる反射面を有する反射部材と、第１正レンズ群物体
側系と、を備え、
　第１正レンズ群物体側系は、反射面よりも物体側に位置すると共に、負屈折力を有し、
　以下の条件式（１）、（２）及び（３）を満足することを特徴とする。
　３．７＜ｆt／ｆw　　　（１）
　１．５５＜｜Ｄ1N／Ｄ2P｜＜２．５　　　（２）
　１．７５＜｜ｆ2P／Ｄ2P｜＜２．５　　　（３）
　ただし、
　ｆtは、望遠端におけるズームレンズ全系の焦点距離、
　ｆwは、広角端におけるズームレンズ全系の焦点距離であって、
　ｆt、ｆwは、いずれも無限遠物体に合焦したときの焦点距離、
　Ｄ1N＝Ｄ1NIt－Ｄ1NIw、Ｄ2P＝Ｄ2PIt－Ｄ2PIwであり、
　Ｄ1NItは、望遠端における第１負レンズ群と像面との間の距離、
　Ｄ1NIwは、広角端における第１負レンズ群と像面との間の距離、
　Ｄ2PItは、望遠端における第２正レンズ群と像面との間の距離、
　Ｄ2PIwは、広角端における第２正レンズ群と像面との間の距離であって、
　Ｄ1NI、Ｄ1NIw、Ｄ2PIt、Ｄ2PIwは、いずれも無限遠物体に合焦したときの距離、
　ｆ2Pは、第２正レンズ群の焦点距離、
　レンズ成分は、空気と接する屈折面として物体側面と像側面の２面を有している、
である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　また、本実施形態のズームレンズは、物体側から像側に順に、第１正レンズ群、第１負
レンズ群、絞り、第２正レンズ群、第２負レンズ群、第３正レンズ群を有する５群ズーム
レンズであることが好ましい。 
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